
「�⼝の�減に��する��問題」のことで、SDGsの�⽬標と��しています。
⽇�では�����を筆頭に�⼝減�が�年問題になっていますが、中国・インドや

アフリカ�国などでは�⼝が��する「�⼝�発」が問題になっています。

�⼝減�・��は労働・��・��・財政などの制度・政�⾯の��不⾜、あらゆる

��、�⾒・�別、貧�、�療・保�・ICTの発�、気��動、戦�など、功�双�の
��・背�が��に�み�ってそれぞれ発⽣しています。

1987年のこの⽇に�界�⼝が50��になったことをにちなみ、「�界の�⼝問題に�し
��を�めてもらう」ことを⽬的に制�されました。

1804年に10��だった�界�⼝は20��の間だけで6�に�え、2022年に80��に�し
ました。この��ペースは21��に�ってから��してはいますが、このまま�界�⼝が
�え�けると、�界�⼝は2037年�に90��、2058年�に100��に�すると�測されています。

�⽤

・国��⼝基金（UNFPA） �⽇事��HP「⽤��」
・国�������局「UN DESA Policy Brief No. 140: A World of 8 Billion」（2022年11⽉1⽇）（英�）
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�⼝問題とは（⼀例）

ワーク１�現在の��・�界のまま�����が�むとどのような問題が�きるか�えてみよう。ワーク１�現在の��・�界のまま�����が�むとどのような問題が�きるか�えてみよう。ワーク１�現在の��・�界のまま�����が�むとどのような問題が�きるか�えてみよう。

ワーク２�現在の��・�界のまま�⼝が�え�ぎるとどのような問題が�きるか�えてみよう。ワーク２�現在の��・�界のまま�⼝が�え�ぎるとどのような問題が�きるか�えてみよう。ワーク２�現在の��・�界のまま�⼝が�え�ぎるとどのような問題が�きるか�えてみよう。

先�したように、�⼝問題は�くの��・��が��に�み�って発⽣しており、SDGsの�⽬標と
��しています。�たち⾃�や、�たちの�んでいる�・都�・国・�界が���の�代でも

持�的に��できるようにしていくことが�⼝問題の�決に�がっていきます。

�界が「サステナブル�持�的」に�在していくためには

ワーク３�ワーク１・２で挙がった問題を�決するため、⾃�にできることを�えてみよう。ワーク３�ワーク１・２で挙がった問題を�決するため、⾃�にできることを�えてみよう。ワーク３�ワーク１・２で挙がった問題を�決するため、⾃�にできることを�えてみよう。
※アクションの内�・�模は問いません。※アクションの内�・�模は問いません。※アクションの内�・�模は問いません。
※共有する場�、それぞれが書いたことを否�・��せず受けいれ、�め�うようにしましょう。※共有する場�、それぞれが書いたことを否�・��せず受けいれ、�め�うようにしましょう。※共有する場�、それぞれが書いたことを否�・��せず受けいれ、�め�うようにしましょう。   

https://tokyo.unfpa.org/ja/glossary
https://www.un.org/development/desa/dpad/publication/un-desa-policy-brief-no-140-a-world-of-8-billion/

